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《四端⼦定数の導出》
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分布定数回路（４）
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𝐴 𝐵
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𝑍

sinh 𝛾𝑙 cosh 𝛾𝑙

𝛾 𝑅 𝑗𝜔𝐿 𝐺 𝑗𝜔𝐶 𝛼 𝑗𝛽

𝑍
𝑅 𝑗𝜔𝐿
𝐺 𝑗𝜔𝐶 ※特性インピーダンス

※伝搬定数

𝑉
𝐼

𝐴 𝐵
𝐶 𝐷

𝑉
𝐼

無損失線路（𝑅 𝐺 0）の場合

𝛾 𝑗𝜔 𝐿𝐶 𝑗𝛽

𝑍
𝐿
𝐶

※特性インピーダンス

※伝搬定数
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1
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《無損失線路の四端⼦定数》分布定数回路（４）
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分布定数回路（４）《⼊⼒インピーダンス》
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伝搬⽅程式の解

…①

…②

𝑍
𝑉 0
𝐼 0

𝑍
𝐴𝑒 𝐵𝑒
𝐴𝑒  𝐵𝑒

𝑍
𝐴 𝐵
𝐴 𝐵
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𝑍 𝑍 tanh 𝛾𝑙
𝑍 𝑍 tanh 𝛾𝑙

…⑦双曲線関数
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𝑒 𝑒
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𝑍 𝑍
𝑍 𝑗𝑍 tan 𝛽𝑙
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無損失線路の
⼊⼒インピーダンス：

分布
RLCG
線路

𝑙[m]𝑥 𝑙 𝑥 0

tanh 𝑗𝑥 𝑗tan 𝑥 …⑧

無損失線路(𝛾 𝑗𝛽)のとき、⑦,⑧より



分布定数回路（４）《無損失線路の⼊⼒インピーダンス》

𝑍 𝑍
𝑍 𝑗𝑍 tan 𝛽𝑙
𝑍 𝑗𝑍 tan 𝛽𝑙無損失線路の⼊⼒インピーダンス：

𝑍 𝑍
𝑍 𝑗𝑍 tan 0
𝑍 𝑗𝑍 tan 0

𝑍lim
→
𝛽𝑙 0 tan 0 0

■線路⻑が波⻑に⽐べて⼗分に短い場合 𝑙 ≪ 𝜆

伝搬速度[m/s]：𝑣
 1
𝐿𝐶

 𝜔
𝛽

 𝑣
𝑓

  𝜔𝛽
 𝜔
2𝜋

波⻑[ｍ]：𝜆
2𝜋
𝛽

無損失線路（𝑅 𝐺 0）のとき
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𝐿
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𝐼 𝑥
𝐴
𝑍
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伝搬定数：

特性インピーダンス：
∴𝛼 0、𝛽 𝜔 𝐿𝐶

𝛾 𝑅 𝑗𝜔𝐿 𝐺 𝑗𝜔𝐶 𝛼 𝑗𝛽

𝑍
𝑅 𝑗𝜔𝐿
𝐺 𝑗𝜔𝐶

※𝑛：整数■線路⻑が波⻑の 倍の場合
𝑛
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■線路⻑が波⻑の 倍の場合
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𝜆 ･
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2 ∞



𝑍 𝑍
𝑍 𝑗𝑍 tan 𝛽𝑙
𝑍 𝑗𝑍 tan 𝛽𝑙

無損失線路の
⼊⼒インピーダンス：

分布定数回路（４）《⼊⼒インピーダンスの性質》

■短絡時（𝑍 0）

𝑍 𝑍 𝑗 𝑍 tan 𝛽𝑙 𝑗  ･ tan 𝛽𝑙

■開放時（𝑍 ∞）

𝑍 𝑍 𝑗 cot 𝛽𝑙

𝑍

𝑙[m]

𝑍𝑍 線路の特性インピーダンス：
※無損失線路（𝑅 𝐺 0）※𝛽
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𝑅

𝑙[m]

伝送路２:
特性インピーダンス𝑍

𝑍 𝑍
𝑅 𝑗𝑍 tan 𝛽𝑙
𝑍 𝑗𝑅 tan 𝛽𝑙伝送路２から負荷側を⾒た⼊⼒インピーダンス：

分布定数回路（４）《線路によるインピーダンス整合》

𝑍

伝送路１:
特性インピーダンス𝑍

tan
𝜋
2 ∞ 𝑍 𝑍

𝑅
tan 𝛽𝑙 𝑗𝑍

𝑍
tan 𝛽𝑙 𝑗𝑅

𝑍
𝑅𝛽𝑙

𝜋
2 → とすると①より、･･･② 𝑍 𝑍 𝑅 ･･･③

𝛽
2𝜋
𝜆 の関係があるので、②より、 𝑙

𝜋
2𝛽

𝜋

2・ 2𝜋
𝜆

𝜆
4
･･･④

𝑍 𝑍
であればインピーダンス整合

･･･①

𝜆
4

線路⻑が (⼜はその整数倍）で、

𝑍 𝑅

無反射となる。これを

波⻑整合回路と呼ぶ。1
4

特性インピーダンスが であれば

∴③④より、伝送路２の

※伝送路１，２とも
無損失線路とする
（𝑅 𝐺 0）


